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オーストラリアから
29年ぶりに３頭のコ
アラが来園しまし
た。同園での飼育頭
数は国内最多の10頭
となりました。

１.人が行き交う魅力とにぎわいあふれるまち
10月25日　コアラ来園歓迎セレモニー開催

地域の子育て支援の
核となる施設とし
て、本市３カ所目と
なる親子つどいの広
場が吉野町にオープ
ンしました。

２.健やかに暮らせる安全で安心なまち
７月１日　 北部親子つどいの広場「なかよしの」オープン

本市の豊かな自然の魅力を再発見
し、市民と協働して恵み豊かな自
然を将来の世代へ引き継ぐため、
「市生物多様性地域戦略」を策定し
ました。

３.水と緑が輝く人と地球にやさしいまち
３月　市生物多様性地域戦略を策定

今年１年の
市政出来事カレンダー

12日　桜島大正噴火
　　  「防災」100年
　　　式典
大正３（1914）年の大噴
火から100年の節目を
迎え、式典を行いまし
た
12日　桜島火山爆発
　　　総合防災訓練
13日　遠藤保仁氏に鹿児島市
　　　ふるさと大使を委嘱
さまざまな機会を捉えて本市
の魅力をＰＲしていただく「鹿
児島市ふるさと大使」の４人目
を、本市出身のプロサッカー選
手である遠藤保仁氏に委嘱しま
した
23日　 りぼんかん入館者50万人

達成 
31日　 サンエールフェスタ2014（～２月２日）
31日　 市子育て応援ポータルサイト「夢すくすくねっと」

運用開始

１日　 第４回消費生活エキスポかごしま（～４日）
８日　 札幌市で市長トップセールス
23日　 第34回ランニン

グ桜島大会
県内外から5000人を超
えるランナーが参加
し、桜島と錦江湾が織
り成す絶景を楽しみな
がら溶岩原を駆け抜け
ました

23 日　鹿児島ユナイテッドＦＣホーム開幕戦
鴨池陸上競技場で行われた試合は４対０で快勝し、3500
人を超える観客は大いに盛り上がりました

29日　 鹿児島港臨港道路「黎明みなと大橋」（宇宿二丁目
―東開町）開通

１日　鹿児島市制125周年
１日　市暴力団排除条例施行
14日　 国際交流アドバイザーとしてパク・ジュンヨンさ

ん（韓国・麗水市出身）に委嘱状を交付
15日　 福岡ソフトバ

ンクホークス
「鹿児島デー」

今回で３回目となる
鹿児島デーで、試合
前に森市長がトッ
プセールスを行うな
ど、本市の魅力を大
いにＰＲしました
27日　 関西かごしま

ファンデー
30日　鹿児島女子短期大学との連携協定締結

まずは！
７つの基本政策
ごとに主な出来
事を振り返りま
す♪

市内デザイナーのスキ
ルアップや製造業者な
どのデザイン面での事
業革新を支援するた
め、「かごしまデザイ
ンアワード2013」を開
催し、最優秀賞などを
表彰しました。

４.地域産業が元気で生き生きと働けるまち
２月４日　かごしまデザインアワード2013表彰式

市民の利便性の向上を
図るため、市立図書館
の平日の開館時間を２
時間延長し、21時まで
としました。

５.学ぶよろこびが広がる誇りあるまち
６月２日　市立図書館の開館時間延長を開始

市民の安全や良好な生活環境
の確保を図ることを目的に
「市空き家等の適正管理に関
する条例」を施行しました。こ
の条例に基づき、空き家の所
有者などへの指導を段階的に
強化していきます。

６.市民生活を支える機能性の高い快適なまち
４月１日　市空き家等の適正管理に関する条例施行

７.市民と行政が拓く協働と連携のまち
１月14日　 住民票の写しなどのコンビニ交付サービス開始
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住民票の写しなどの証明書
を休日や夜間にも取得でき
るコンビニ交付を開始しま
した。


